
本レポートは情報の提供を目的としており、何らかの行動を喚起するものではありません。ここに示した意見は本レポート作成現在の筆者の意見を示すのみです。

データや数値の抽出範囲・基準は任意で設定している場合があります。データ・資料等については、数値等の誤りが含まれている可能性があります。本レポート

に基づき、お客様が投資のご判断をされた結果生じた損害・損失については当行は一切責任を負いません。投資や資金運用に関する最終決定は、お客様ご自身で

判断されるようお願い申し上げます。本レポートの全部または一部の無断コピー・転載はご遠慮頂きますようお願い申し上げます。 

 

 

お 客 様 各 位

　

前日比 1ヶ月前比

対ドル BRL 3,8154 3,8622 +0,0468 3,4827 +0,3795

対円 JPY 31,50 31,18 -0,32 35,70 -4,52

対ユーロ BRL 4,3194 4,3527 +0,0333 3,8697 +0,4830

対ドル JPY 120,23 120,42 +0,1900 124,31 -3,8900

対ユーロ JPY 136,07 135,70 -0,37 138,10 -2,40

Index 47.282 47.364 +82 47.508 -144

bps 389,3 381,9 -7,4 305,0 +76,9

% 15,19 15,13 -0,06 13,59 +1,54

% 14,97 15,01 +0,04 14,10 +0,91

% 0,336 0,336 +0,000 0,324 +0,012

Index 195,8 196,0 +0,2 198,0 -2,0

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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昨日のドルレアルスポット相場は、１４日にブラジル政府が公表した６５０億レアル規模の財政緊縮策を受け

たレアルの上昇分を全て吐き出し、再びレアル売りが優勢の展開。３．８２台前半で取引が始まると、引けに

かけては終始レアル安が進行し、３．８６台半ばで取引を終えた。市場参加者は追加緊縮策の公表を一時

は好感したものの、その詳細が明らかになると、ルセフ大統領が金融取引税（ＣＰＭＦ）の復活について議会

から承認を得ることは困難（記録的な低支持率と、１９３０年代以降最も長期のリセッションに見舞われている

現政権が議会の承認を得るには政治力に不足している）との見方が強まり、レアル売りの反応へ転じた。

加えて、中銀のトンビニ総裁が、「政策金利を当面据え置くことで、目標を上回っているインフレ率を十分

抑制することは可能」との見解を示したこともレアルの重石となった。１０日に公表されたＣＯＰＯＭ議事要旨

内では、「２０１６年の予想物価上昇率が再び高まるなら、行動する準備はできている」と強調されるなど、

追加利上げに動く可能性も示唆されていた。

本日から２日間の日程でＦＯＭＣが開催される。中国ショックの混乱を踏まえると、ＦＲＢが本会合で利上げに

踏み切るとは想定していないが、特に新興国通貨に対する影響には十分注意したい。


